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平成™š年˜™月™�日 月曜日 (号外第™Ÿ—号)官 報

（
景
観
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

景
観
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
第
十
六
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
十
条
第
一
項
の
推
進
計

画
第
二
十
二
条
第
四
号
ホ
中
「
a
ま
で
の
」
を
「
b
ま
で
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

（
公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
法
律
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
法
律
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
百
四
十
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
百
三
十
号
を
第
四
百
三
十
一
号
と
し
、
第
四
百
二
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
百
三
十

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

（
防
衛
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

防
衛
省
組
織
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
第
三
号
中
「
若
し
く
は
第
百
十
五
条
の
二
十
三
第
一
項
」
を
「
、
第
百
十
五
条
の
二
十
三
第
一
項
若

し
く
は
第
百
十
五
条
の
二
十
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
総
務
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

総
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
四
十
四
条
第
十
七
号
及
び
第
百
四
十
九
条
第
十
三
号
中
「
第
七
条
第
三
項
」
を
「
第
七
条
第
四
項
」
に
改
め

る
。

（
国
土
交
通
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
十
三
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
一

津
波
防
護
施
設
の
行
政
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

十
二

津
波
災
害
警
戒
区
域
に
関
す
る
こ
と
（
技
術
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。）。

第
九
十
七
条
第
三
号
中
「
こ
と
（
」
の
下
に
「
水
政
課
及
び
」
を
加
え
る
。

（
社
会
資
本
整
備
審
議
会
令
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

社
会
資
本
整
備
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
の
表
河
川
分
科
会
の
項
中
「
河
川
法
」
を
「
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

三
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
三
条
第
三
項
（
同
条
第
二
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る

部
分
に
限
り
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
八
条
第
五
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
河
川
法
」
に
、「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

総
務
大
臣

川
端

達
夫

文
部
科
学
大
臣

中
川

正
春

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

環
境
大
臣

細
野

志

防
衛
大
臣

一
川

保
夫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

水
防
法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
水
防
活
動
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

政
令
第
四
百
二
十
八
号

水
防
法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
水
防
活
動
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

水
防
法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
水
防
活
動
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

氾
濫
に
よ
り
浸
水
し
た
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
状
況
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
そ
の
他
の
撮
影
機
器
及
び
通
信
機
器
を
用

い
た
監
視
又
は
上
空
か
ら
の
監
視

二

氾
濫
に
よ
る
浸
水
の
量
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
そ
の
他
の
撮
影
機
器
及
び
通
信
機
器
を
用
い
た
観
測
又
は
上
空
か
ら
の

観
測

三

前
二
号
の
監
視
又
は
観
測
の
結
果
に
基
づ
く
氾
濫
に
よ
り
浸
水
す
る
区
域
及
び
時
期
又
は
氾
濫
に
よ
る
浸
水
の
量

の
予
測

四

人
工
衛
星
局
の
中
継
に
よ
り
行
う
無
線
通
信
に
よ
る
通
信
の
確
保

五

堤
防
そ
の
他
の
施
設
が
決
壊
し
た
場
所
に
お
い
て
行
う
氾
濫
に
よ
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
仮
締
切
の

作
業
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
作
業

附

則

こ
の
政
令
は
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

〇
内
閣
府
令
第
七
十
号

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
四
十
九
条
第
一
項
、
第
百
四
条
の
四
第
七
項
、
第
百
十
四
条
の

六
及
び
第
百
十
四
条
の
七
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
四
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
削
る
。

第
六
条
の
六
中
「
次
に
掲
げ
る
と
お
り
」
を
「
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
に
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
の
発
給
を
受

け
た
時
刻
及
び
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
自
動
的
に
印
字
し
、
直
ち
に
こ
れ
を
発
給
す
る
機
能
」
に
改
め
、

各
号
を
削
る
。

第
十
七
条
第
二
項
第
八
号
、
第
十
八
条
の
二
の
二
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
二
項
第
三
号
、
第
二
十
九
条
第
三
項
及

び
第
三
十
条
の
九
第
三
項
中
「
免
許
用
写
真
」
を
「
申
請
用
写
真
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
九
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
の
申
請
の
手
続
）

第
三
十
条
の
十

法
第
百
四
条
の
四
第
五
項
に
規
定
す
る
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
の
申
請
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員

会
規
則
で
定
め
る
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
申
請
書
に
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
申
請
用
写

真
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
住
民
票
の
写
し
そ
の
他
の
住
所
、
氏
名
及
び
生
年
月
日
を
確
か
め
る
に

足
り
る
書
類
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
の
申
請
と
日

を
同
じ
く
し
て
第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
書
類
を
提
示
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
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